囲碁と川柳

　　　　　　　　　　近藤勝洋

「冥土にも

　　　碁会所あるやと

　　　　　　　　墓に問い」

　碁を知っている人は、その面白さや、その楽しさのため、親の

死に目に会えないとまで言われています。碁を知っている人でないと分からないと思われる川柳集が、最近発刊されました。たまたま

書店で購入し読んでみたところ、大変面白い句に出会いました。

　著作権の侵害でもありますが

借用し、私ながらの注釈をして

みました。

「愚考とは

　　　自信溢るる

　　　　　　　勝手読み」

　碁だけでなく、日常の生活の

中にも、自分中心主義で、相手の気持ちや考え方を考慮しない行動に自分自身でもイヤになることがあります。

「苦しげな

　　　敵のうめきの

　　　　　　　　心地良さ」

　少々サディステックな句です。

他人の苦しさを元に、自分の

優位性を感じる様な勝負をして

いる人が作ったのでしょう。

「カス石を

　　　逃げるアホウに

　　　　　　　追うアホウ」

　一局の碁には人生の歴史の

様な流れがあります。意味のあることと無いことは人によって様々です。

それを追いかけたり、追いかけ

られたりしているのが人間なの

でしょう。

「覗いても

　　　　接いでくれぬ

　　　　　　　　強い馬鹿」

　社会の中では、目明き千人、

めくら千人と言います。隠れた

才能も機会が無いと世には出て

こないでしょう。

「盲腸と　

　　　思って捨てた

　　　　　　　　かなめ石」

　自分でも大切にしていた物や

考え方を、ある時突然と失ったり、変えてしまうことがあります。

その時に過去の気持の整理は自分で着けるものです。

「メガネ拭き

　　　　見直してみたが

　　　　　　　　　活きがない」

　反省も先には出来ません。人生の中で、改めて見直しをしてみて、

がっかりすることも多いようです。

「隣の碁

　　　のぞく余裕は

　　　　　　　勝ち碁かな」

　肉体的にも精神的にも健康で

あれば、他人の病気のことなども充分に注意してあげられます。

「勝ちました

　　しなった指が

　　　　　　ものを言い」

　人はゆとりが出来ると着る物や、物腰にもゆとりが出て来るもの

です。

　まだ沢山ありますが、次の句でしめておきます。

「留守と言え

　　碁仇以外は

　　　　　　俺は留守」

人は皆勝手に自分に関すること

だけ選択して生きていこうとするものなのです。

　　　　　　　　　　　　（完）　　　　　　　　　　　　

